
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
〈オーナーワイン制度〉 
 平成 3年から始めたオーナー制度は、工場や畑
の案内、収穫体験、芋煮会形式の交流会を開いて

いる。開始当時は５年後にワインが送られる方法

だったので次第に入る方が減ってしまう問題があ

った。平成 6年からは、白ワインは 1年後、赤ワ
インは２年後の短期のオーナー制度に変えた。現

在は全国から 250人の会員で 350口数入っていた
だいている。交流会は半分の 120人位の会員＋家
族で 350 人位の集まりになる。ワインは置いてお
けばおくほど良くなるものではないので、作って

おいしい時に飲んでもらって、また次の生産につ

なげることが大事だと思っている。そのためにも、

商売のみに終わらず、届くワインがどういう場所

で、どういう人達が関わって、どういう風にして

作られているかということを伝えられるとてもい

いシスデムだと思っている。 
 
〈親子体験事業〉 
 もう一つ 2002 年から中学 3 年生の親子体験事
業に取り組んでいる。当時の学年委員長だった松

谷屋の白田和好さんと相談してブドウのもぎ取り

を始めた。カベルソービニヨンというぶどうは 5
年熟成させるとおいしくなる。樽で２年。瓶につ

めて 3 年。15歳の三年生が成人する頃にちょうど
良くなる。いただいた体験料をあてて成人式の 4
月 29 日に届けるようにしている。成人を祝う初
めてのお酒は朝日町ワインを飲んでもらいたいし、

町や県から出ていった時に朝日町ワインのことを

話せるようになってもらいたいと願っている。ラ

ベルは５年前にいただいたグループごとの写真を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
        （朝日町ワインホームページより抜粋） 
 
レイアウトして貼っている。結婚式でオリジナル

ラベルを貼ったワインを使う方も増えている。少

しずついい方向に繋がってきていると感じている

ので大事に続けていきたい。 
 
〈畑に来て欲しい〉 
 ワイン城に一番人が訪れるのは、サクランボの

季節や 10 月頃。見学にいらしたお客様に一番面
白いと好評なのは、タンクや機械の工場の説明よ

りも畑。畑には入っていけないと思っているので、

なるべく声かけして入ってもらっている。たとえ

ば、カベルソービニヨンの完熟前のピーマンのよ

うな香りを嗅いでもらう。どこかで買ったカベル

ソービニヨンワインにピーマンの香りがしたら、

完熟前のぶどうを使ってしまったことになる。そ

んなことをお話しすると、納得して帰られる。畑

には畑でしか体験できないことがある。 
（平成 22 年 2 月朝日町エコミュージアム案内人の会研修会） 
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           に就職。山形果実酒製造（有）に出向し、国税庁醸造試験所（東京都）へ研  
           修。翌年研修を終了し、ワイン醸造に取り組む。以後、フランス、ドイツ、   
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